
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金融機能強化法に基づき資本参加を行った金融機関における 

「経営強化計画の履行状況（令和６年３月期）」の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔参考Ⅳ－２〕 



金融機能強化法の本則に基づき資本参加を行った金融機関における 

「経営強化計画の履行状況（令和６年３月期）」の概要 

金融機関名 
資本参加 

時 期 金 額 

山梨県民信用組合 平成２１年 ９月３０日 ４５０億円   

東和銀行 平成２１年１２月２８日 ３５０億円   

ぐんまみらい信用組合 平成２４年１２月２８日 ２５０億円   

豊和銀行 

平成２６年 ３月３１日 

１６０億円   

東京厚生信用組合 ５０億円   

横浜幸銀信用組合 １９０億円   

釧路信用組合 
平成２６年１２月１２日 

８０億円   

滋賀県信用組合 ９０億円   

全国信用協同組合連合会 平成２７年１２月２２日 １０６億円   

全国信用協同組合連合会 平成２８年１２月２７日 ６２．４億円   

全国信用協同組合連合会 平成２９年１２月２２日 １００億円   

全国信用協同組合連合会 令和 ２年 ３月３１日 ９２億円   

（注）山梨県民信用組合、ぐんまみらい信用組合、東京厚生信用組合、横浜幸銀信用組合、釧路信用

組合及び滋賀県信用組合は全国信用協同組合連合会からの信託受益権の買取りにより、それぞれ

資本参加。 



計 画 実 績

7 7 9 ＋ 1 ＋ 1

貸出金利息が計画を上回ったことにより資金利益が計画を上
回ったこと等から、コア業務純益は計画を上回った。

53 53 49 ▲ 3 ▲ 4

役務取引等利益が計画を上回り、経費は計画を下回ったもの
の、資金利益及びその他業務利益が計画を下回ったこと等か
ら、コア業務純益は計画を下回った。

5 6 7 ＋ 1 ＋ 1

人件費・物件費の削減により経費が計画を下回ったこと等か
ら、コア業務純益は計画を上回った。

13 14 15 ＋ 1 ± 0

貸出金利息が計画を下回ったこと等により資金利益が計画を下
回ったものの、役務取引等利益が計画を上回ったこと等から、
コア業務純益は計画を上回った。

1 1 3 ＋ 1 ＋ 1

貸出金利息が計画を上回ったことに加えて、経費が計画を下
回ったこと等から、コア業務純益は計画を上回った。

34 35 38 ＋ 3 ＋ 2

貸出金利息が計画を上回ったことにより資金利益が計画を上
回ったこと等から、コア業務純益は計画を上回った。

1 1 2 ± 0 ± 0

貸出金利息が計画を上回ったことに加えて、経費が計画を下
回ったこと等から、コア業務純益は計画を上回った。

3 2 3 ± 0 ± 0

役務取引等利益が計画を上回ったこと等から、コア業務純益は
計画を上回った。

コメント
（実績と計画の比較）

山梨県民
（信用組合）

ぐんまみらい
（信用組合）

東京厚生
（信用組合）

計画始期
の水準

令和６年３月期

始期比 計画比

金融機能強化法(平成20年改正法)に基づく経営強化計画
令和６年３月期の履行状況の概要

１．経営改善の目標

１）コア業務純益

(単位：億円)

横浜幸銀
（信用組合）

豊　　和

東　　和

釧　路
（信用組合）

滋賀県
（信用組合）



計 画 実 績

70.07 66.06 65.07 ▲ 5.00 ▲ 0.99

経費（機械化関連費用を除く）が計画を上回ったものの、資金
利益が計画を上回ったこと等により業務粗利益が計画を上回っ
たことから、ＯＨＲは計画を下回った。

68.84 68.09 67.90 ▲ 0.94 ▲ 0.19

資金利益やその他業務利益が計画を下回ったこと等により業務
粗利益が計画を下回ったものの、経費（機械化関連費用を除
く）が計画を下回ったことから、ＯＨＲは計画を下回った。

83.97 79.22 75.12 ▲ 8.85 ▲ 4.10

資金利益が計画を下回ったこと等により業務粗利益が計画を下
回ったものの、経費（機械化関連費用を除く）が計画を下回っ
たことから、ＯＨＲは計画を下回った。

65.53 64.74 67.52 ＋ 1.99 ＋ 2.78

経費（機械化関連費用を除く）が計画を下回ったものの、業務
粗利益が計画を下回ったことから、ＯＨＲは計画を上回った。

67.26 69.10 57.19 ▲ 10.07 ▲ 11.91

経費（機械化関連費用を除く）が計画を下回ったほか、資金利
益が計画を上回ったこと等により業務粗利益が計画を上回った
ことから、ＯＨＲは計画を下回った。

56.29 56.27 54.44 ▲ 1.85 ▲ 1.83

経費（機械化関連費用を除く）が計画を上回ったものの、役務
取引等利益が計画を上回ったこと等により業務粗利益が計画を
上回ったことから、ＯＨＲは計画を下回った。

77.14 72.85 73.49 ▲ 3.65 ＋ 0.64

経費（機械化関連費用を除く）が計画を下回ったものの、国債
等債券売却損を計上したこと等により、業務粗利益が計画を下
回ったことから、ＯＨＲは計画を上回った。

68.24 69.94 67.89 ▲ 0.35 ▲ 2.05

経費（機械化関連費用を除く）が計画を下回ったほか、役務取
引等利益が計画を上回ったこと等により業務粗利益が計画を上
回ったことから、ＯＨＲは計画を下回った。

計画比

豊　　和

横浜幸銀
（信用組合）

釧　路
（信用組合）

滋賀県
（信用組合）

東　　和

コメント
（実績と計画の比較）

山梨県民
（信用組合）

ぐんまみらい
（信用組合）

東京厚生
（信用組合）

２） 業務粗利益経費率 （ＯＨＲ)

(単位：％)

計画始期
の水準

令和６年３月期

始期比



計 画 実 績

残高 1,176 1,179 1,181 ＋ 4 ＋ 1

比率 27.49 29.07 29.20 ＋ 1.71 ＋ 0.13

残高 8,018 8,388 8,309 ＋ 291 ▲ 78

比率 31.52 32.16 34.69 ＋ 3.17 ＋ 2.53

残高 1,160 1,171 1,152 ▲ 8 ▲ 18

比率 33.88 36.59 37.99 ＋ 4.11 ＋ 1.40

残高 2,885 3,089 2,997 ＋ 112 ▲ 92

比率 44.87 48.44 48.29 ＋ 3.42 ▲ 0.15

残高 298 305 321 ＋ 23 ＋ 15

比率 46.58 47.43 51.89 ＋ 5.31 ＋ 4.46

残高 4,347 4,507 4,782 ＋ 434 ＋ 274

比率 66.23 66.77 67.66 ＋ 1.43 ＋ 0.89

残高 329 322 322 ▲ 6 ± 0

比率 37.41 37.50 39.39 ＋ 1.98 ＋ 1.89

残高 636 639 645 ＋ 8 ＋ 5

比率 38.36 39.03 41.20 ＋ 2.84 ＋ 2.17

コメント
（実績と計画の比較）

２．中小企業金融の円滑化の目標

１） 中小規模事業者等向け貸出残高・比率

(単位：億円、％)

計画始期
の水準

令和６年３月期

始期比 計画比

ぐんまみらい
（信用組合）

山梨県民
（信用組合）

東　　和

「ＴＯＷＡお客様応援活動」を通じた資金需要の創出に取り組
んだものの、実質無利子・無担保融資を一括返済するケースが
増加しており、貸出残高は計画を下回った。なお、日銀借入金
が減少したこと等により総資産が計画を下回ったことから、比
率は計画を上回った。

新型コロナウイルス感染症の影響が少ない不動産業及び建設業
等への融資推進等により、貸出残高・比率ともに計画を上回っ
た。

中小規模事業者等の資金繰り支援等に取り組んだものの、新型
コロナウイルス関連資金の据置期間終了に伴う約定返済額の増
加や債権売却の実施等により、貸出残高は計画を下回った。な
お、個人預金の減少等により総資産が減少したことから、比率
は計画を上回った。

営業店長の率先した融資推進活動のほか、渉外担当者が事業性
融資増強に向けた訪問活動を行う時間を確保するために効率化
を図るなどの取組みを実施した結果、貸出残高・比率ともに計
画を上回った。

豊　　和

実質無利子・無担保融資の返済が進んだことや、法人預金残高
の高止まりにより資金ニーズが低迷したことから、貸出残高・
比率ともに計画を下回った。

東京厚生
（信用組合）

横浜幸銀
（信用組合）

中小規模事業者の支援に取り組むなど、積極的な営業活動を
行ったことから、貸出残高・比率ともに計画を上回った。

営業本部及び営業店において、営業推進に取り組んだことか
ら、貸出残高・比率ともに計画を上回った。

釧　路
（信用組合）

滋賀県
（信用組合）

訪問活動の中で得られた情報を蓄積した「渉外活動記録管理
表」を活用し、本部・営業店が一体となってソリューション営
業に取り組んだことから、店舗統廃合や不良債権のオフバラン
ス化に伴う貸出残高の減少等はあったものの、貸出残高・比率
ともに計画を上回った。



計 画 実 績

8.44 8.74 13.13 ＋ 4.69 ＋ 4.39

コンサルティング機能の発揮のほか、外部機関・外部専門家と
の連携により、きめ細かな経営相談及び早期事業再生支援に積
極的に取り組んだこと等から、経営改善支援先割合は計画を上
回った。

48.97 49.46 62.63 + 13.66 + 13.17

「ＴＯＷＡお客様応援活動」等により事業支援の提案を行った
ほか、担保・保証に過度に依存しない融資の促進を図ったこと
等から、経営改善支援先割合は計画を上回った。

89.58 89.62 91.30 ＋ 1.72 ＋ 1.68

インフレの影響や急激な円安影響等を踏まえ取引先の経営相談
に積極的に対応したこと等から、経営改善支援先割合は計画を
上回った。

4.14 4.21 3.60 ▲ 0.54 ▲ 0.61

事業承継支援、事業再生支援が計画を上回ったものの、「資金
繰り安定化ファンド」が顧客のニーズの変化もあり未達となっ
たこと等から、経営改善支援先割合は計画を下回った。

19.22 19.09 19.76 ＋ 0.54 ＋ 0.67

担保・保証に過度に依存しない融資の推進や、外部機関と連携
した事業承継支援の取組み等から、経営改善支援先割合は計画
を上回った。

46.52 47.89 56.51 ＋ 9.99 ＋ 8.62

取引先の経営相談に積極的に応じたほか、経営改善計画の策定
や外部専門家と連携した経営改善への取組みを行ったこと等か
ら、経営改善支援先割合は計画を上回った。

4.42 4.64 4.97 ＋ 0.55 ＋ 0.33

経営課題を本部・営業店が一体となって把握、共有化し、必要
に応じて中小企業活性化協議会等、外部専門機関とも連携して
課題解決に向けた経営改善支援の取組みを強化したこと等か
ら、経営改善支援先割合は計画を上回った。

29.09 29.36 32.59 ＋ 3.50 ＋ 3.23

研修等によるコンサルティング能力の向上のほか、必要に応じ
て第三者機関と連携するなど、取引先への提案・相談対応の強
化を図った結果、経営改善支援先割合は計画を上回った。

滋賀県
（信用組合）

ぐんまみらい
（信用組合）

豊　　和

東京厚生
（信用組合）

横浜幸銀
（信用組合）

山梨県民
（信用組合）

東　　和

釧　路
（信用組合）

計画比
コメント

（実績と計画の比較）

２） 経営改善支援先割合

(単位：％)

計画始期
の水準

令和６年３月期

始期比



計 画 実 績

171 207 219 ＋ 47 ＋ 12

貸出金利息や買入金銭債権利息の増加により、資金利益は計画を上
回った。

計 画 実 績

6,476 8,383 8,523 ＋ 2,046 ＋ 140

９営業店体制を維持しつつ効率的な業務運営を行ったことから、一営
業店当たり資金量は計画を上回った。

残高 ＋ 8,082

比率 ＋ 17.39

＋ 19.00

特定信用組合において、創業支援や新事業の開拓支援のほか、事業再
生が必要となった取引先に対し、外部機関と連携し事業再生支援等に
取り組んだことから、経営改善支援先割合は計画始期を上回った。

全国信用協同組合
連合会

(単位：億円)

計画始期
の水準

令和６年３月期

始期比 計画比
コメント

（実績と計画の比較）

全国信用協同組合
連合会

9.76 28.76

※全国信用協同組合連合会の数値は、資本支援を行った13信用組合の合算値（但し、実績値は旧信用組合岡山商銀を合併した横浜幸銀信用組合の計数を含む。）

※全国信用協同組合連合会の数値は、資本支援を行った13信用組合の合算値（但し、実績値は旧信用組合岡山商銀を合併した横浜幸銀信用組合の計数を含む。）

２） 経営改善支援先割合

(単位：％)

計画始期の水準

令和６年３月期

実 績

始期比
コメント

（実績と計画の比較）
実 績

全国信用協同
組合連合会

5,837 13,919
特定信用組合（資本支援を行った13信用組合）において、既存先の資
金ニーズの発掘、新規事業先の開拓、融資提案型営業の推進、成長分
野への融資推進等、地域金融の円滑化に積極的に取り組んだことか
ら、貸出残高・比率ともに計画始期を上回った。34.89 52.28

計画始期の水準

令和６年３月期

始期比
コメント

（実績と計画の比較）

金融機能強化法(平成20年改正法)に基づく協同組織金融機能強化方針
令和６年３月期の実施状況の概要

２．中小企業金融の円滑化の目標

１） 中小規模事業者等向け貸出の残高及び比率

(単位：億円、％)

１．経営改善の目標

１） 資金利益

(単位：億円)

計画始期
の水準

令和６年３月期

始期比 計画比
コメント

（実績と計画の比較）

全国信用協同組合
連合会

２） 一営業店当たり資金量



 

金融機能強化法の震災特例に基づき資本参加を行った金融機関における

「経営強化計画の履行状況（令和６年３月期）」の概要 

 

（注）相双五城信用組合、いわき信用組合及び那須信用組合は全国信用協同組合連合会からの信託受

益権の買取りにより、宮古信用金庫、気仙沼信用金庫、石巻信用金庫及びあぶくま信用金庫は信

金中央金庫からの信託受益権の買取りにより、それぞれ資本参加。 

金融機関名 
資本参加 

時 期 金 額 

仙台銀行 
平成２３年 ９月３０日 

３００億円   

筑波銀行 ３５０億円   

相双五城信用組合 
平成２４年 １月１８日 

１６０億円   

いわき信用組合 ２００億円   

宮古信用金庫 

平成２４年 ２月２０日 

１００億円   

気仙沼信用金庫 １５０億円   

石巻信用金庫 １８０億円   

あぶくま信用金庫 ２００億円   

那須信用組合 平成２４年 ３月３０日 ７０億円   

東北銀行 平成２４年 ９月２８日 １００億円   

きらやか銀行 平成２４年１２月２８日 ３００億円   









 

金融機能強化法のコロナ特例に基づき資本参加を行った金融機関における

「経営強化計画の履行状況（令和６年３月期）」の概要 

 

 

金融機関名 
資本参加 

時 期 金 額 

きらやか銀行 令和５年９月２９日 １８０億円   

全国信用協同組合連合会 令和６年３月２９日 １４０億円   




